
シロは今日も相棒を探して旅をする 

～物語を紡ぐ伊勢参り犬ロボットの提案～ 
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Abstract: 本発表では，我々が提案する「伊勢参り犬ロボット」の詳細と「あいちロボフェス」

に展示したそのプロトタイプについて紹介する．我々が提案する伊勢参り犬ロボットは，大きな

目的を不変な拘束条件として設けつつ，ユーザーとの対話をベースにロボットの背景世界（物語）

を逐次更新していく．さらに更新した物語情報を SNS 投稿やゲーム空間での挙動としてユーザ

ーに常時フィードバックをすることで，ユーザーのロボットに対する感情移入を高め，物理的距

離を超えたユーザーとロボットの共在感を生み出すことを狙っている．本発表では，このロボッ

トの詳細について紹介したい． 

 

はじめに 

発表者らは，伊勢参り犬ロボットというロボット

のコンセプト提唱している [1]．伊勢参り犬という

のは，主人の代わりにおかげ犬として伊勢神宮に参

拝をし，その後に再び主人の元に帰還した犬につい

ての江戸時代の興味深い実話[2]から着想を得たロ

ボットのコンセプトである． 

 当然，犬単体では，伊勢神宮を参拝することはで

きない．しかし犬と道中で出会った人々が，正しく

伊勢の方向に向かえるように，それぞれが何らかの

形で犬の支援をすることで，最終的に多くの犬が伊

勢神宮に到達し，最終的に主人の元に帰ることがで

きたことが実際の記録として残っている． 

伊勢参り犬ロボットは，人間とロボットの間に時

空を超えた共在感を生み出す可能性を秘めているが，

まだその詳細な機能については未知数なことが多い．

そこで発表者らは，伊勢参り犬ロボット「シロ」を

実際に試作することで，ロボットに必要な機能につ

いて明らかにすることを目指している（図 1）． 

今回の発表では，「シロ」が自らの経験について

SNS などを通じて多くの人々に共有する機能につい

て試験的実装を行い，様々な人たちが訪れる展示会

においてその機能がどのように働くのかを検討した． 

伊勢参り犬ロボット「シロ」 

我々が開発している伊勢参り犬ロボット「シロ」

について概説する．このロボットは，福島にいた実

在の同名の伊勢参り犬（図 1 左は福島にあるシロの

石像）をモチーフにしたロボットである．このロボ

ットを開発するにあたって，まず発表者の阪本は，

伊勢参り犬ロボット「シロ」のイラストを，実在の

シロの外見的特徴や装飾品などを参考に自らデザイ

ンした（図 1 右）． 

 

図 1. 実際のシロの石像（左）と発表者がデザインし

た伊勢参り犬ロボット「シロ」のイラスト（右） 
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図 2. 伊勢参り犬ロボット「シロ」（左）と 

「シロ」が冒険をしているゲーム画面（右） 

 

 

図 3. 「シロ」のシステムの概要図 

 

今回，ヴィストン株式会社が制作した「くるみち

ゃん」を使用してロボットの開発した．くるみちゃ

んは骨格だけのコミュニケーションロボットであり，

これにパペットを被せることで，様々な外見のぬい

ロボットを安価に制作可能である．今回の研究では，

共著者の栗本が、シロのイラストからパペットを作

成し（図 1 左），それを「くるみちゃん」に装着する

ことでシロのロボットとした． 

このロボットは大規模言語モデル(GPT-4o)を用い

てユーザーと自由に対話することができる．さらに

このロボットには，直接ユーザーが観測することが

できない背後で進行している物語（背景世界）が存

在している．このような背景世界の存在は，ロボッ

トに対するユーザーの興味を高めることがこれまで

の研究から示唆されている[3,4]． 

シロのシステムの概念図を図 3 に示す．シロは，

あらかじめ決められた大きな目的（例：主人の代わ

りに伊勢神宮に参拝）と性格（例：消極的でケーキ

好き）に従い，テキストの物語（背景世界）を，大

規模言語モデル(GPT-4o)により逐次生成・更新して

いく． 

 さらにシロは，生成する物語の展開にユーザーと

対話した内容を逐次反映させることができる．シロ

は積極的に物語中で困っていることを対話相手の人

間に共有し，アドバイスを求める発話を行うようプ

ロンプトで設定されている．そしてそこで得られた

人間からの情報を，内的な物語の更新に用いること

で，シロと交流した人間が対話を通じてロボットの

支援を行える枠組みを構築した． 

 さらに，生成された物語から，SNS（今回は X）に

投稿する用の画像と文章を逐次生成したり，シロの

内的な物語をシロが主人公のゲーム空間の内容に反

映させたりすることで，シロが現在体験しているこ

とを直感的にわかりやすい形で多くの人々に共有す

る機能も実装した（ただし現行のシステムでは，生

成 AI が出力した画像と文章を人間が手動で X に投

稿している）．SNS を通じて物語の共有を行うこと

は，まだシロと出会っていない人々の物語への関心

を高めるだけではなく，シロを支援した人々が，シ

ロの物語に自らのアドバイスが影響を与えているこ

とを事後的に感じることも可能にする． 

 伊勢参り犬ロボットシロのコンセプトは，ロボッ

トと対話する人々により，集合的に物語が生成され

ていき，それがシロの背景世界として機能すること

にある．このようにロボットを媒介して人々の集合

的物語を生成されることは，この物語を介して人間

とロボットの時空を超えた共在感が生まれるきっか

けにもなるのではないかと期待している． 

 

愛知ロボフェスへの出展 

 

図 3. 愛知ロボフェスにおけるロボットの展示 

 

  2025 年の 12 月 12 日から 14 日の間，愛知国際展

示場で開かれた愛知ロボフェスにおいて試作した伊

勢参り犬ロボット「シロ」を展示した．今回の展示

では，シロに設定した大きな目的は「伊勢参りを一



緒にするための相棒を探す」で固定し，性格は日ご

とに異なるものをプロンプトとして設定した． 

この展示においては，来場者に自由にロボットと

対話をしてもらい，その対話履歴をうけてロボット

の物語を一定時間ごとに更新をしていった．そして

システムが物語を生成するたびに，システムが同時

に生成したSNS用の文章と画像を今回の展示用に制

作したシロの X アカウント（@siro_isedog）に逐次

手動でポストしていった．さらにシロで困っている

ことをキャラクタの吹き出し形式で常にロボットの

横に置いてあるゲーム画面に反映させた． 

 

図 4. 制作したシロのオリジナルグッズ 

 

三日間の会期にわたって多数の来訪者が我々のブ

ースを訪れ，シロと様々な対話を行ってくれた．来

場者らには，シロの X アカウントの URL の QR コ

ードが記載された発表者らの名刺を配布し， X での

投稿を通じてシロのその後を来訪者の方が追跡でき

るようにした．また，発表者が制作したシロのオリ

ジナルグッズ（図 4）を来場者に配布し，帰宅後もシ

ロに対する来訪者の関心や興味が持続しやすいよう

にした． 

下記，あるタイミングにおいて生成されたシロの

物語の例である 

 

シロは、キツネを安心させるため、アドバイス通り

リラックスできる香りを探し始めた。しかし、香り

の強い花を探し回っても、気になる花粉症を発症し

てしまい、くしゃみが止まらなくなった。キツネは

その様子を見て心配し、シロの不安が募る。相棒選

びどころではなくなり、シロはどうにかこの状況を

何とかしなければと悩むのだった。,伊勢に一緒に行

ってくれる相棒を探している。,シロが花粉症に悩ま

され、クセになったくしゃみのせいでキツネがかえ

って不安になり、相棒選びが一層難航してしまった。 

 

 

図 5. X に投稿されたポストの例 

 

 

図 6. Nano banana が生成したシロの冒険のコラー

ジュ画像 

 

この物語から投稿された X のポストは図 5 となっ

ている．なお今回は GPT-4o により画像生成を行っ

たが，シロの外見情報をテキストのみを用いて画像

生成を行っているため，ポストごとにシロの外見が

全く異なる姿になってしまった．そこで，一日分の



まとまった物語をベースに，Google の画像生成サー

ビスである Nano banana と，音楽生成サービスであ

る Suno を用いてシロのイラストが統一されている

ミュージックビデオも制作し，シロの X アカウント

において公開をした．図 6 は nano banana が生成した

シロの一日の冒険をまとめたコラージュ画像である． 

 

まとめ 

今回，我々が提案する伊勢参り犬ロボット「シロ」

を試作し，愛知ロボフェスに展示した．今回の展示

を通じて，SNS を介して集合的物語を生成，共有す

る新しいロボットシステムのプロトタイプを提案す

ることができた． 

しかし今回実装した機能の大半（ゲーム空間など）

はまだ試作段階であり，一部，人間が手動で操作

（SNS への投稿など）も行っている．また SNS に投

稿される画像のキャラクタや画風に統一感がないと

いう問題もある．今後は，よりロボットの各機能を

強化していき，人々との対話を通じて自動的に質の

高い集合的物語を生成可能なシステムに改善してい

きたいと考えている． 

 また伊勢参り犬ロボットが社会的に存在感をもつ

ためには，単にロボットの機能を強化するだけでは

不十分であり，ロボットをどのような場所で，どの

ような形で人々と交流させるのか，というよりマク

ロな面についても深く考えていく必要がある．今後，

様々なフィールドにロボットを設置していくことで，

伊勢参り犬ロボットによる集合的物語が持続的に生

成しやすいマクロな条件についても探求していきた

いと考えている． 
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